
令和２年度事後評価 保健福祉部

所属名 事務事業名 ページ番号
福祉総務課 社会福祉法人指導監査 2
福祉総務課 地域福祉計画策定経費 3
福祉総務課 ⺠⽣委員児童委員活動・運営経費補助事業 4
福祉総務課 社会福祉協議会活動・運営経費補助事業 5
福祉総務課 福祉協⼒員設置推進事業 6
福祉総務課 地域⼒強化推進事業 7
福祉総務課 多機関協働による相談支援包括化推進事業 8
福祉総務課 避難⾏動要支援者支援対策事業 9
福祉総務課 遺家族援護及び慰霊祭経費補助事業 10
福祉総務課 戦没者遺族等特別弔慰⾦支給事業 11
福祉総務課 佐賀市原爆被害者の会運営経費補助事業 12
福祉総務課 ⾏旅死亡人及び墓地管理事業 13
福祉総務課 ⼩災害⾒舞⾦等支給事業 14
福祉総務課 災害援護貸付⾦事業 15
福祉総務課 特別定額給付⾦給付事業 16
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事務事業実績報告シート

25 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和3年度

事務事業名 社会福祉法人指導監査 事業期間 平成 年度
担当部署・係名 福祉総務課政策係 担当課⻑名 森　留美⼦

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

・佐賀市が所轄する社会福祉法人に対し、適正な法人運営及び会計管理の確保を目的として、原則３年に１
回の頻度で指導監査を実施する。
・社会福祉法人の新規設⽴に係る申請に対し、審査会を開催する。
・社会福祉法人が提出を義務付けられている現況報告書及び財務諸表を受理し、審査を⾏う。
・社会福祉法人の定款変更に係る申請及び届出に対し、認可・受理を⾏う。

事業の対象者 主たる事務所が佐賀市内にあり、佐賀市内のみで事業を実施する社会福祉法人（６２法人）

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

根拠法令等 社会福祉法、社会福祉法施⾏規則

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 2,753
うち佐賀市の
負担額 2,753

活動実績① 単位

監査実施法人数 法人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

18

原則３年に１回の監査のため⼤きな変動はないと思われるが、監査周期の延⻑制度を適⽤して４年に１回または５年に１回の監
査となる法人が増えた場合、年度によって監査対象法人数が⼤きく変わる可能性がある。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位
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事務事業実績報告シート

2 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和3年度

事務事業名 地域福祉計画策定経費 事業期間 令和 年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

令和

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

第3期地域福祉計画期間が令和2年度で最終年度を迎えたため、地域福祉推進の主体である地域住⺠や庁内
関係部局、関係機関等の意⾒を参考にしながら、地域⽣活課題を明らかにするとともに、その解決のために必要と
なる施策の内容や量、体制等について、地域福祉計画・地域福祉活動計画策定推進委員会の中で協議のう
え、第4期計画を策定した。

事業の対象者 市⺠

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

根拠法令等 社会福祉法

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 2,926
うち佐賀市の
負担額 2,926

活動実績① 単位

委員会開催数 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

4

【委員会での主な論点】
・地域福祉計画は他の福祉計画の上位計画となるため、横断的な計画ということを念頭に置きながら策定すること。
・地域課題の解決に向けた地域づくり、災害時の体制強化、伝わりやすい福祉情報の発信、包括的な支援体制の整備等につい
て、計画に盛り込むこと。
【前回計画からの主な変更事項】
・国が掲げる「地域共⽣社会の実現」を本市においても推進するため、計画の基本理念に明記
【計画期間】
令和３年度から７年度までの5年間（次回の改訂は令和7年度の予定）

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位
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事務事業進捗報告シート
40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

⾼齢化や核家族化の進⾏から住⺠ニーズが多様化するなかで、⺠⽣委員の負担軽減を図り、活動しやすい環境を築くために、引き
続き活動費及び運営費を助成する。R4は、⾼齢者実態調査（３年に２回実施）が⾏われないため、活動⽇数が減少する。

149
180 150 180 180

成果指標② 単位

活動⽇数（⺠⽣委員⼀人当たり） 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

相談・支援件数（⺠⽣委員⼀人当たり） 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

37.3
38 38 38 38

うち佐賀市の
負担額 44,622

　　事業総額 85,812

・地区⺠⽣委員児童委員協議会定例会の開催
・市⺠⽣委員児童委員協議会会⻑会定例会の開催
・新任⺠⽣委員・児童委員研修会の開催

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 ⺠⽣委員・児童委員

年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

令和3年度
事務事業名 ⺠⽣委員児童委員活動・運営経費補助事業 事業期間 昭和

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要
⺠⽣委員・児童委員は、支援を必要とする者（⾼齢者、児童、障がい者、⽣活困窮者など）からの相談に応じ
るとともに、関係⾏政機関に協⼒して社会福祉の増進を図る活動を⾏っており、それらの活動に要する活動費及び
運営費に対して助成する。

36.5

36

36.5

38

38.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

100

150

200

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 社会福祉協議会活動・運営経費補助事業 事業期間 昭和

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

事業の対象者

年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

市と市社会福祉協議会は、地域福祉の充実のために密接な連携が必要であり、事業の推進及び補助のあり方について引き続き協
議していく。

　　事業総額

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

成果指標① 単位

R2 実績 R3
目標

R4

うち佐賀市の
負担額

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4

目標
R5

目標
R6

目標

実績 実績 実績 実績

67 69 71 73

目標
R5

目標
R6

目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

・佐賀市社会福祉協議会は「地域福祉計画・地域福祉活動計画」において共通の基本理念を掲げており、市は
社会福祉協議会と連携して市⺠、地域団体、⺠間等の協働により、地域福祉を推進する必要がある。そのため、
⾃主財源だけでは賄うことができない費⽤について補助⾦を交付する。
・⼩地域における福祉活動を推進する基礎組織である校区（地区）社会福祉協議会に対し、運営費や事業費
などの活動経費に係る経費の補助を⾏う。

佐賀市社会福祉協議会・校区（地区）社会福祉協議会

・佐賀市社会福祉協議会への補助⾦（人件費）の交付
・福祉バスへの補助⾦の交付
・各校区（地区）社会福祉協議会への地域福祉活動費補助⾦の交付（26地区）

106,587

106,587

人補助対象職員数

33
33 3333 33

校区（地区）社協における事業実施数 件

65

0

20

40

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

60

65

60

65

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 福祉協⼒員設置推進事業 事業期間 平成

基本事業 地域による福祉活動の推進

事業概要 地域で⾒守る体制づくりを強化し、地域での⽣活課題や異変などを早期発⾒、早期対応できるように市社会福祉
協議会が実施している福祉協⼒員等の設置推進に対し、補助を⾏う。

事業の対象者 佐賀市社会福祉協議会・校区（地区）社会福祉協議会

年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

・市社協が実施する福祉協⼒員等の設置推進に係る補助
・校区（地区）社協が実施する福祉協⼒員連絡会議及び研修会の実施等に係る経費に対し、市社協が補助
を⾏う経費に対する補助

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 3,436

　　事業総額 3,436

成果指標① 単位

福祉協⼒員設置校区数 校区

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

22
24 26 28 30

成果指標② 単位

福祉協⼒員の人数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

市社会福祉協議会や校区（地区）社会福祉協議会等と連携しながら、地域での⾒守り体制の推進に向けて、出前講座等の
様々な機会を捉えて、市⺠に福祉協⼒員の必要性について、理解や協⼒を求めていく。

2,206
2,313 2,380 2,440 2,500

20

25

30

35

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

2,000

2,200

2,400

2,600

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
29 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

令和3年度
事務事業名 地域⼒強化推進事業 事業期間 平成

基本事業 地域による福祉活動の推進

事業概要

　「地域共⽣社会」の実現に向けた包括的な支援体制の整備促進のため、住⺠に⾝近な圏域において、住⺠が
主体的に地域⽣活課題を把握し、解決を試みる体制を構築することを支援するコミュニティソーシャルワーカー
（ＣＳＷ）を配置し、支援を届ける人との信頼関係の構築やつながり形成に⼒点を置きつつ、支援活動を実施
する。
《具体的な活動内容》
①支援関係機関や地域住⺠等の地域の関係者との連携を通じた情報収集、②事前調整、③関係性構築に
向けた支援、④家庭訪問及び同⾏支援
《支援内容》
①個別支援（地域住⺠や福祉関係者と連携して困りごとを抱える住⺠への相談支援を⾏う）
②地域支援（地域における福祉活動の支援、担い手育成、組織化に向けた支援、地域団体の活動に参加協
⼒し、地域での福祉活動の活性化を支援）

事業の対象者 複雑化・複合化した課題を抱える市⺠。基本的には、つながりを形成すること⾃体が困難で、時間がかかることが
多い人を対象となることを想定。

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

・コミュニティソーシャルワーカー（CSW）を市内１０校区に５名配置。
・コミュニティカフェの新設

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

目標
R5

目標
R6

目標

　　事業総額 18,804
うち佐賀市の
負担額 4,702

　令和３年度にCSWの活動エリアを佐賀市全域拡充した。CSWのスキルアップを強化しつつ、課題を抱える人への支援につながる
体制整備を図る。

2

目標
R5

目標
R6

目標

実績 実績 実績 実績

仕組みづくり支援件数

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

成果指標② 単位

R3
目標

R4

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

個別支援件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
実績 実績

1,796

11 12 11 10

980

実績 実績

成果指標① 単位

1,796 1,796
816

件

R2 実績

500

1000

1500

2000

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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15
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目標 実績
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 多機関協働による相談支援包括化推進事業 事業期間

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

事業の対象者 複合的な福祉の課題を抱えている市⺠、福祉の課題を抱える者が複数人存在する世帯、既存の福祉サービスの
活⽤が困難な世帯等

担当部署・係名 福祉総務課政策係 担当課⻑名

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

＜相談受付実績＞
○相談延べ件数　９７６件
　　うち　新規相談件数６１０件、　継続相談件数１５１件、　フォロー件数２１５件
※R1 延べ605件　R2はコロナ貸付関連により急増

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 3,899

　　事業総額 15,598

成果指標① 単位

相談受付件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

976
620 630 640 650

回

R2 実績 R3
目標

R4

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

目標

実績 実績 実績 実績

成果指標② 単位

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

福祉まるごと相談窓⼝の更なる周知や各分野の専門機関との連携を強化することで、どこに相談してよいか分からず、課題を抱えて
いる市⺠や複合的な福祉的課題に対し⼀つの相談支援機関では解決が難しい案件について、解決できる仕組みを強化していく。

年度平成
森　留美⼦

地域共⽣社会の実現に向けた包括的な支援隊体制の整備を図るため、本庁１階の「福祉まるごと相談窓⼝」に
相談支援包括化推進員を配置し、相談対応を⾏う。また、複合的な福祉課題に対しては、庁内外の関係部署
や関係機関とのネットワークを構築し、包括的な支援を実施する。

32
40 45 50 55

目標
R5

目標
R6

情報共有会議の開催数

500

650

1000

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

30

40

50

60

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

8



事務事業実績報告シート

27 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

避難⾏動要支援者同意方式名簿への登録者は年々減少傾向にあるため、引き続き制度の周知に努める。また、個別支援計画を
実⾏性のあるものとするため、訪問調査を⾏い、要支援者の⽣活実態や使⽤機器等の情報を把握するように努めていく。

避難支援員数 人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,275

活動実績② 単位

活動実績① 単位

避難⾏動要支援者同意方式名簿登録者数 人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2,925

　　事業費総額 4,106
うち佐賀市の
負担額 1,600

根拠法令等 災害対策基本法、佐賀市避難⾏動要支援者支援制度実施要綱、佐賀市地域防災計画

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 地域による福祉活動の推進

事業概要

地震や台風など災害が発⽣した時に、⼀人で逃げることが難しい人を支援する体制づくりを進めるため、要介護認
定や障がい者など⼀定の要件を満たした人を「避難⾏動要支援者」とし、これらの人のうち、⺠⽣委員や⾃治会な
どの「避難支援等関係者」への情報提供に同意した人の名簿を作成する。また、その名簿を「避難支援等関係
者」へ配布することで、平常時の⾒守り活動、災害時の安否確認や避難誘導に役⽴ててもらう。
〇主な事業内容
・避難支援等関係者への同意方式名簿の配布　　・新規要件該当者への名簿登録案内発送
・関係機関との会議の開催　　　　　　　　　　　　　　・制度周知のための広報活動

事業の対象者 避難⾏動要支援者、避難支援等関係者（消防機関、警察、地域包括支援センター、佐賀市社会福祉協議
会、⺠⽣委員・児童委員、⾃治会、⾃主防災組織、校区社会福祉協議会等）

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

年度
担当部署・係名 福祉総務課政策係 担当課⻑名 森　留美⼦

令和3年度

事務事業名 避難⾏動要支援者支援対策事業 事業期間 平成

0

1,000

2,000

3,000

4,000

R2 R3 R4 R5 R6

0

500

1,000

1,500

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業進捗報告シート
40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 遺家族援護及び慰霊祭経費補助事業 事業期間 昭和

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要 戦没者の遺族の福祉の増進を図るため、佐賀市遺族連合会の運営の係る経費に対して補助⾦を交付する。
また、市内１７地区で開催されている戦没者慰霊祭の実施に係る経費に対しても、補助⾦を交付する。

事業の対象者 戦没者の遺家族（佐賀市遺族連合会会員）・戦没者慰霊祭実施団体

年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

佐賀市遺族連合会への運営費補助（基本額＋７５０円×佐賀市遺族連合会会員数）
各地区戦没者慰霊祭実施への補助（コロナウイルス感染拡⼤防止のため、中止の校区もあり）令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 2,391

　　事業総額 2,391

成果指標① 単位

補助団体数 団体

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

9
18 18 18 18

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

市遺族連合会を通じて、戦没者遺族への特別弔慰⾦をはじめとした援護施策や平和記念活動への参加等の周知をすることで、福
祉の充実を図る。

0

10

20

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和3年度

事務事業名 戦没者遺族等特別弔慰⾦支給事業 事業期間 昭和 年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

事業の対象者

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

先の⼤戦で公務等のため国に殉じたもとの軍人、軍属及び準軍属の遺族に対して、国家補償の精神に基づき、
援護を⾏い慰藉することを目的に特別弔慰⾦を支給する法定受託事務であり、請求受付や国債交付を⾏う。

戦没者等の遺族

根拠法令等

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

戦没者等の遺族に対する特別弔慰⾦法

　　事業費総額 5,050
うち佐賀市の
負担額 4,127

活動実績① 単位

請求書受付件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,815

申請の対象となる遺族等の範囲は法で定められており、これを受けようとする者の請求に基づいて⾏うものである。
第10回特別弔慰⾦の申請数が2,524件であるため、今後も申請が⾒込まれる。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位

0

500

1,000

1,500

2,000

R2 R3 R4 R5 R6

0

1

1

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業進捗報告シート
40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 佐賀市原爆被害者の会運営経費補助事業 事業期間

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

事業の対象者

担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

年度昭和
森　留美⼦

原爆被害者の福祉の増進と相互の連携を図るため、原爆被害者に対する相談事業や広報活動を通じて被爆者
に関する啓蒙活動を⾏っている、佐賀市原爆被害者の会に対して、運営経費補助を交付する。

原爆被害者の会

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

原爆被害者の会に対する補助⾦交付【基本額50,000円＋500円×会員数（76名）】
秋季被爆者相談会の開催（春季はコロナウイルス感染拡⼤防止のため、中止）

うち佐賀市の
負担額 88

　　事業総額 88

11
12 12 12 12

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6

成果指標① 単位

活動⽇数 ⽇

成果指標② 単位

目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

被爆者の減少と⾼齢化に伴い、会員が減少し運営の担い手の確保が難しくなっている。被爆者の⼦どもの世代へ活動を引き継ぐ
等、引き続き支援していく。

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

R4
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績
R2 実績 R3

目標 目標
R5

10

11

12

13

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和3年度

事務事業名 ⾏旅死亡人及び墓地管理事業 事業期間 昭和 年度
担当部署・係名 福祉総務課地域福祉係 担当課⻑名 森　留美⼦

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要

事業の対象者

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

・遺体の⾝元が判明せず、かつ引き取り手がない死者である⾏旅死亡人が発⽣した際に、関係法令に基づき、佐
賀市が遺体を火葬し、その遺骨を当市の無縁墓地に埋葬する。
・無縁墓地周辺の住⺠との住環境の調和を図るため、無縁墓地の植栽の剪定や除草を⾏いながら定期的に追悼
式を⾏うことで、墓地の管理を適正に⾏う。
・遺体の⾝元は判明しているが埋火葬を⾏う者がいないときは、関係法令に基づき、佐賀市が遺体を火葬する。

⾏旅死亡人等及び、⾏旅死亡人墓地

根拠法令等

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

⾏旅病人及び⾏旅死亡人取扱法等、墓地・埋葬等に関する法律

　　事業費総額 202
うち佐賀市の
負担額 202

活動実績① 単位

⾏旅死亡人等の処置件数 体

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2

今後も⾼齢化や核家族化による家族関係の希薄化が進むことで、遺体の引き取り手がない事案は増加すると考えられる。

墓地管理回数 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

4

活動実績② 単位

0

1

2

3

R2 R3 R4 R5 R6

0

2

4

6

R2 R3 R4 R5 R6
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事務事業進捗報告シート
28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 ⼩災害⾒舞⾦等支給事業 事業期間 昭和

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要 本市の住⺠で、災害救助法を適⽤するに⾄らない災害（火災⼜は洪⽔等）に遭った世帯に対し、被害の程度に
より罹災者の⾃⼒の更正を助けるために、規則に基づき、速やかに⾒舞⾦及び⾒舞品を支給する。

事業の対象者 全焼（全壊）、または半焼（半壊）等以上の被害を受けた罹災者世帯

年度
担当部署・係名 福祉総務課政策係 担当課⻑名 森　留美⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

・⼩災害⾒舞⾦（火災）︓５件（８世帯）
　　　　　　　　　　　　　　　　　⾒舞⾦１７万円、弔慰⾦１５万円及び⾒舞品（⽑布７枚、洗⾯セット５個）
・令和元年８⽉豪⾬災害⾒舞⾦︓床上浸⽔（１件）５万円

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 411

　　事業総額 411

成果指標① 単位

⾒舞⾦支給額 千円

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

370
800 800 800 800

成果指標② 単位

⾒舞品支給数（⽑布、洗⾯セット） セット

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

物的、精神的な援護を必要とする状態にある罹災者世帯に対し、⾒舞⾦または⾒舞品を速やかに支給するために、消防、地域等と
連携し、情報共有を図る。

12
30 30 30 30

300

500

600

900

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

20

40

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業進捗報告シート
17 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和3年度
事務事業名 災害援護貸付⾦事業 事業期間 平成

基本事業 福祉サービスの充実

事業概要 災害救助法が適⽤される災害により世帯主の方が負傷した場合や住居家財に損害を受けた方のうち、所得⾦額
が⼀定の範囲の方に、⽣活の⽴て直しに資するための災害援護資⾦の貸付けをする。

事業の対象者 世帯主が１ヵ⽉以上の負傷を負った場合、住宅が全壊、⼜は半壊した世帯等。

年度
担当部署・係名 福祉総務課政策係 担当課⻑名 森　留美⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、⾃分らしく⾃⽴した⽣活ができるまち
施策 14互いに支えあう地域福祉の充実

・実績なし令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 0

　　事業総額 0

成果指標① 単位

災害援護貸付⾦を貸付した世帯数 世帯

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

0
0 0 0 0

成果指標② 単位

災害援護貸付⾦の貸付返済を完了した世帯数 世帯

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載する

成果目標達成に向けた対応策等

災害援護貸付⾦の貸付対象となるような規模の災害が発⽣した場合は、すみやかに貸付を⾏えるよう体制を整える。
また制度について、市⺠に広く周知していく。

0
0 0 0 0

0

0.5

1

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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事務事業実績報告シート

2 ~ 2

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和3年度

事務事業名 特別定額給付⾦給付事業 事業期間 令和 年度
担当部署・係名 福祉総務課政策係 担当課⻑名 森　留美⼦

令和

基本事業 経営の仕組みの充実

事業概要
「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和2年４⽉20⽇閣議決定）の趣旨を踏まえ、感染拡⼤防止
に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を⾏うため、給付対象者1人につき１０万円の特
別定額給付⾦を支給する。

事業の対象者 令和2年4⽉27⽇において住⺠基本台帳に記録されている市⺠（申請前に死亡した単⾝世帯を除く）

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される⾏政経営が⾏われているまち
施策 33効果的・効率的な⾏政経営の推進

根拠法令等 特別定額給付⾦給付事業費補助⾦交付要綱、特別定額給付⾦給付事務費補助⾦交付要綱

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 23,260,649
うち佐賀市の
負担額 0

活動実績① 単位

特別定額給付⾦給付対象件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

101,637

給付率を髙めるため、国から提⽰された申請書様式を簡略化するとともに、基準⽇時点で住⺠票がない者等についても申請できるよ
う対応した。

特別定額給付⾦給付件数 件

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

101,231

活動実績② 単位

0
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100,000

150,000
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0

50,000

100,000

150,000

R2 R3 R4 R5 R6
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